
らいてう没後 50 年・『青鞜』創刊 110 周年記念のつどい

今 生かそう らいてうのこころざし 

１１月２０日（土）

【参加方法】 

オンライン参加

【参加費】 

 無 料 

申 し 込 み 方 法 《 オ ン ラ イ ン 参 加 》 

● オ ン ラ イ ン （ Z O O M ）（定員２００名）
NPO 法人平塚らいてうの会へメールで raichou@nifty.com 

＊ ZOOM の使用についてのご質問にはお答えできません。 

● 締め切りは１１月８日（定員になり次第締め切ります。） 

中 満 泉 
（国連事務次長）

ビデオメッセージ 

申し込みの際は下記の項目をお知
らせください。 

件 名 は 「 つ ど い 」 
 名 前
 住 所 （都道府県のみ）
 電 話 番 号
 メ ー ル ア ド レ ス

主 催

100年以上前に「家制度」に抵抗し、事実婚を選ん
だらいてう。 

『⻘鞜』で発した「わきまえない」「黙らない」
⼥たちの声は、今フラワーデモの中に息づいていま
す。核兵器禁⽌条約制定に、⼥性は⼤きな役割を果
たしました。⼈権、平等、平和のために、⼥性は⾃
分で考え、語り、⼒を発揮しよう―らいてうのここ
ろざしを、今こそ⽣かすときです。 

４⼈の報告者・発⾔者を迎え、ご⼀緒に考えるつ
どいに、あなたもどうぞ。 

1 ： 3 0 〜 

4 ： 1 5 

発 言  
北 原 み の り （ 作 家 ）  

性暴⼒に抗議するフラワーデ
モを通し⾒えてきた⽇本の問
題、⼥性たちの戦いの根源に
あるものについて。

基 調 報 告  
米 田 佐 代 子 （ 平 塚 ら い
て う の 会 会 長 ）  

悩み、迷い、挫折しながら決
して絶望せず「⼥性が⾃ら考
え、⾏動する」道を歩いたら
いてうを今  受け継ぎたい。

発 言  
米 山 淳 子 （ 新 日 本 婦 人
の 会 会 長 ）  

らいてうが希望と期待を託し
た⽇本の⼥性運動。声をあげ
共同を広げ、平和・ジェンダ
ー平等を拓く⼒に。

発 言  
奥 村 直 史  
（ ら い て う の 孫 ）  

1948 年 62 才に「無限の⽣
命・能⼒を内在する尊厳なる
神性それが本物の⾃分」と記
すらいてうを再考したい。


